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社会科 くらしを支える地方自治 単元名   

単元目標 地方公共団体の政治のしくみについて，住民の権利や義務に関連させて，地方自治の発展に寄
与しようとする住民としての自治意識の基礎を育てる。 

教科の学習課題の設定 

 広島市に住むＡ君と安芸高田市に住むＢ君。同じけがをして病院に行ったのに，Ｂ君の治療費だけ 500円で済みました。調べてみると，安
芸高田市は，市が医療費の助成をしていて，中学校卒業まで自己負担 500円で医療が受けられるようになっています。 
「なぜ，安芸高田市では 7000 万円近い予算を当てて，手厚い医療費の助成をするきまりを定めているのでしょうか」他地域のきまり（条

例）や安芸高田市が抱える課題を踏まえて，１年生や２年生が納得できるように説明してください。 

単元レリバンスをもたせるための工夫 

中学校 
第３学年 

思考のプロセス 

 

安芸高田市が抱える課題って，どんなものがあるのかな。 

なぜ，地域ごとに違うきまりがあるのかな。 

なぜ，安芸高田市は乳幼児等医療費助成をするのかな。 

 

 地方公共団体は，東広島市の「乾杯条例」や京都市の「新景観条例」

ように，地域ごとの課題を解決したりやりたいことを実現したりする

ために条例をつくっている。安芸高田市では，人口減少による自主財

源の確保が課題となっている。そこで，乳幼児等医療費助成によって，

子育て世代の負担を減らすことによる定住促進（人口増加）を促し，

自主財源の増加を目指している。 

 

中学生が同じけがで病院に行っても，住んでいる地域が違うと
病院で支払う治療費が変わるんだ。どうしてなんだろう。 

安芸高田市では，500円で治療を受けることができるんだ。 

 安芸高田市では，なぜ 500円で治療を受けられるのか，１年生
や２年生に説明できそうだな。 

 なぜ，地域ごとに
違うきまりをつく
っているのかな。 

安芸高田市の課題っ
って，どんなものが
あるのかな。 

なぜ，安芸高田市は

乳幼児等医療費助成

をするのかな。 

地域ごとの課題や
やりたいことを実
現するために，条
例をつくっている
ことが分かった。 

安芸高田市は自主
財源が少なく，財政
的に苦しいことが
分かった。人口が減
少すると，財源確保
がさらに難しくな
ってくることも分
かった。 

乳幼児等医療費助
成をして，子育て
世代の負担を減ら
し，定住促進（人
口増加）による自
主財源の増加を目
指していることが
分かった。 条例には，地方公

共団体の願いやね
らいが反映されて
いるんだね。 
安芸高田市の乳幼
児等医療費助成に
は，どんな願いや
ねらいがあるのか
な。 

収入が少ないとい
う課題があるのに，
どうして，乳幼児等
医療費助成をして
いるのかな。人口減
少と関係するのか
な。 

住みやすい町づ
くりをして，住民
を増やそうとい
うねらいがある
んだな。課題解決
できそうだな。 

この考え方を使って，安芸高田市のやりたいことや課題を踏ま
えた新しい条例案を考えてみよう！ 

コンピテンシーの育成を目指した学習指導の在り方（二年次） 

    ― 学習レリバンスに着目した課題発見・解決学習のカリキュラム開発を通して ― 

 


